
平成２６年２月２７日

四 国 森 林 管 理 局

平成２５年度「四国山地緑の回廊」剣山地区等における

ニホンジカ被害対策の実施概要

１．個体数調整

①平成２３年度から、囲いわな等により捕獲実施。

平成２５年度１月末捕獲実績１４０頭(うち緑の回廊剣山地区６０頭)

【平成 年度捕獲箇所等は別紙１参照】25

②関係機関・団体と連携した三嶺シカ捕獲

平成２５年度から、三嶺地区の内通常捕獲が困難なエリアで関係機関・団体

【事業概要は別紙２参照】が連携して捕獲に取り組む。

③森林管理署と地元自治体との協力体制の推進

安芸森林管理署と馬路村との間で、「馬路村内国有林におけるシカ被害防止

【協定内容は別紙３参照】対策推進協定」(平成 年 月 日)を締結。25 12 25

④【参考】森林技術・支援センターの取組

平成２５年度は、これまで開発してきた小型囲いわなをベースに、製作費の低

【別紙４参照】減及び大幅な軽量化を実現した改良型を開発した。

２．食害の防止、植生回復の取組

剣山・三嶺山系(徳島・高知中部署管内)において、平成 年度から実施。19

(１) 直営事業

防護ネット柵：平成 年度 １，２７４ｍ(累計 ８，４０４ｍ)25

樹木ガード ：平成 年度 ５，３６９本(累計１８，２６８本)25

(２) ボランティアとの協働( 年度 人、延べ 人のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが参加)25 338 2,728

防護ネット柵：平成 年度 １，０００ｍ(累計 ７，４９９ｍ)25

樹木ガード ：平成 年度 １，２２７本(累計 ８，５２７本)25

(３) 【参考】高知県(牧野植物園実施)

防護ネット柵：平成 年度 ３５０ｍ（累計１３箇所、１，２５０ｍ）25

【対策実施箇所等は別紙５及び別紙６参照】
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⑤ １頭 

平成24年度ニホンジカ捕獲箇所及び頭数(緑の回廊剣山地区) 
① ６頭 

④ １２頭 

③ ３６頭 

    別紙１ 

② ５頭 
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別紙２ 

三嶺シカ捕獲事業の背景及び実施体制について 

 

１ 背景 
  高知県三嶺地区は、多くの市民が訪れる景観豊かな地である。 

    しかし、現在、生息数を増大させたシカが、その美しい景観を作り出すササ等の

植生やモミ、カンバ等の高山性樹木等を食害し枯死させている。さらに、里では、

植えたばかりの稲を食い荒らし、柑橘類の柚の木、スギやヒノキの樹皮も剥いで枯

らし、地域住民を落胆させている。 

    このような中、高知県では、全県にわたり懸命にシカを捕獲しており、捕獲総数

は着実に伸びてきているが、三嶺地区には、通常の方法では捕獲できないエリアが

あり、そこがシカの逃げ込み場・溜まり場・繁殖地となって、効果的な捕獲を進め

る上で大きな障害になっている。 

   このため、高知県、森林管理局、香美市、猟友会、山岳団体、自衛隊等が連携し、

このエリアに対する集中的かつ強力な捕獲を試みる。 

 

２ 実施体制 
 

○実行委員会 
会   長：高知県知事 

  副 会 長：四国森林管理局長 
        香美市長 
  実行委員：香美猟友会長、中国四国地方環境事務所長、三嶺の森をまもるみん

なの会代表、高知県山岳連盟会長、高知県勤労者山岳連盟理事長 
        
  ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：中国四国農政局、徳島県 
  事 務 局：高知県鳥獣対策課、四国森林管理局技術普及課 

  協力機関：陸上自衛隊第１４旅団 

 
○実施本部 

 

 

連絡・調整 
（総 括） 

捕獲の実施 捕獲の支援 

四国森林管

理局 
 
高知県 

香美市 
 
香美猟友会 

三嶺の森を

まもるみん

なの会 
 
高知県山岳

連盟 
 
高知県勤労

者山岳連盟 

情報収集 

 
陸上自衛隊

第 14 旅 団 
協 力 
連 携 
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三嶺シカ捕獲実施計画 

                                                                       

１ 事業区域 

   香美市物部町大字久保字西熊山国有林３３林班ほか 

 

２ 日 程 

   予行演習：平成２５年１１月２４日（日） 

   本  番：平成２６年 ３月３０日 (日)  

  

 ※ ニホンジカの捕獲では前例のない急傾斜地での人による追い出しでの捕獲とな

ることから、安全面の確認等も含めた予行演習を実施し、その結果を評価・検証し

て本番に臨むものとする。 

   また、実施期間は平成２８年度（高知県特定鳥獣保護管理計画の終期）までとし、

それまでの間に目的を達成した場合はその時点で完了とする。 

 

３ 役割分担 

 

組織名 部署 役割分担 
高知県 中 山 間 対

策・運輸担当 
全体調整、報道窓口、苦情窓口、保険事務、 
県民への周知 

四国森林管理局 森 林 整 備

部・署 
全体調整、報道窓口、苦情窓口、 
フィールドの提供、林道路面等整備、 
入林の規制・周知 

香美市 産業振興課 捕獲隊の編成、捕獲個体の計測・処理、 
市民等への周知 

香美猟友会  
 

捕獲の実施 

中国四国地方環

境事務所 
 捕獲許可 

三嶺の森をまも

るみんなの会、 
高知県山岳連盟、 
高知県勤労者山

岳連盟 

 勢子の確保・実施 

陸上自衛隊 
第１４旅団 

 ヘリコプター等による偵察・調査 
ヘリコプター等による情報収集・伝達 
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４ 捕獲方法の概要 

   別紙の捕獲実施計画図を参照。 
 
（１） シカの追い出し 

西熊山一帯の稜線に配置された勢子が南面の尾根筋などを一斉にラッパ 
を鳴らしながら降りていき、シカをフスベヨリ谷筋まで追い出す。 

 
（２） シカの捕獲 

 フスベヨリ谷筋に配置されたハンターが、追い出されたシカを射撃して捕

獲する。 
 
（３） 安全・円滑な連携体制 

自衛隊による情報収集及び実施本部との連携した連絡体制により、（１）

と（２）の安全かつ効果的な実施を図る。 
 
５ スケジュール 

 
      10 月 16 日  第 1 回実行委員会   (実施体制及び実行体制の決定) 
   11 月 13 日   第 1 回実施本部会議（予行演習実施内容詳細の決定） 
   11 月 24 日    予行演習実施 
   12 月 18 日   第 2 回実施本部会議（予行演習の検証） 
    3 月 13 日   第 3 回実施本部会議（本番の実施内容詳細の決定） 
    3 月 30 日   シカ捕獲実施（本番） 
     
 

資料１



三嶺 

西熊山 

フ
ス
ベ
ヨ
リ
谷

 

資料１



資料１



別紙３

馬 路 村 内 国 有 林 に お け る

シ カ 被 害 防 止 対 策 推 進 協 定

平成２５年１２月２５日

安 芸 森 林 管 理 署

馬 路 村
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別紙４

従来型 改良型

センター開発【小型囲いわな】紹介

従来型（概要） 改良型（概要）

• 重量：102kg

• 製作費：4万9千円

• 設置時間：10分（2人必要）

• わなの大きさ・耐久性共に十分で
あり、大型のシカも捕獲可能

• 移動にあたっては解体が必要

• 重量：58kg

• 製作費：4万3千円

• 設置時間：5分（1人）

• 従来型を小型化した物で、対象は
主に幼獣サイズのシカ

• 軽量化により組み立てたまま移動
可能（2人必要）

従来型 改良型

重量 102kg 58kg

製作費 49,000円 43,000円

設置（撤収）時間 10分 5分

従来型と改良型との比較

設置人数 2人 1人

シカ捕獲サイズ 幼獣～大型 主として幼獣を対象

移動（軽トラック） 解体が必要 解体不要（2人必要）

❏従来型

幼獣：体重20kg未満
成獣：体重20kg以上

従来型と改良型の大きさ比較

❏従来型
大型サイズのシカまで捕獲可能

❏改良型
サイズはわなによる捕獲が比較的容易な幼
獣を主たる対象とし、作業効率に優れる。

改良型 従来型
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ニホンジカ対策位置図(剣山系) 

徳島森林管理署 

凡例 
請負、委託、直営 

ボランティア協働 

シカ除けネット 
Ｈ２１～２３ 
２，０５０ｍ 

樹木ガード 
Ｈ２４ 
６０本 

樹木ガード 
Ｈ２４ 
９８８本 

シカ除けネット 
Ｈ２４ 
２５６ｍ 

樹木ガード 
Ｈ２２～２４ 
９１６本       

Ｈ２５         

６３７本 

樹木ガード 
Ｈ２２～２４ 
４３７本 

シカ除けネット 
Ｈ２４ 
２００本 

シカ除けネット 
Ｈ２４ 
６５０ｍ 

樹木ガード 
Ｈ２０・２２ 
１００本 

樹木ガード 
Ｈ２３～２４ 

７０本 

樹木ガード 
Ｈ２１～２２ 

９８本 

樹木ガード 
Ｈ２５ 

３３７８本 

樹木ガード 
Ｈ２１～２４ 
１１，711本 

注意 
１ 平成２６年１月現在 
２ 剣山系の国有林内のみ 
３ 造林及び民有林治山を除く 

オオヤマレンゲ群落(文化財) 

ダケモミの丘の 
ウラジロモミ群落 

ゴヨウマツ群落 
シコクシラベ保護林 

シカ除けネット 
Ｈ２５ 
４６１ｍ 

樹木ガード 
Ｈ２５ 
２７０本 

樹木ガード 
Ｈ２５ 
９９１本 

シカ除けネット 
Ｈ２５ 
８１３ｍ 

樹木ガード 
Ｈ２５ 

１０００本 

別紙５ 

資料１



 

　

三嶺山系ニホンジカ対策位置図(高知中部森林管理署)

１． 西熊山～三嶺～白髪分岐～白髪山 
２． 白髪分岐～平和丸～中東山 

３． 石立山 

               ネット柵(みんなの会と協働）                      

凡        
           ネット柵(請負事業)     
            
例            
                                    
          主な樹木ガード設置箇所 

三嶺 

西熊山 

石立山 

白髪分岐 平和丸 

白髪山 

中東山 

Ｈ２５ 

Ｈ２５ 

別紙６ 
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シカ捕獲頭数 ３万頭 

シカ３万頭捕獲への対策  
「野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備」連絡協議会  

２ 捕獲の担い手である狩猟者の現状 

0  

2,000  

4,000  

6,000  

8,000  

10,000  

12,000  

元年 H10 H20 H21 H22 H23 H24 

9,091  

6,317  
4,389  3,766  3,733  3,672  2,919  

531  

590  

149  
133  121  117  

99  

553  

1,207  

1,911  
2,107  2,329  2,554  

2,562  

わな・網 

第二種銃猟（空気銃） 

第一種銃猟（散弾・ライフル等） 

単位：件 

○狩猟免許件数の推移 

 ・著しい銃所持者の減少（銃刀法の改正等） 
 ・著しい高齢化 

   高知県鳥獣対策課 

１ シカ捕獲の現状 

 ・これまでの対策で捕獲数は一定増加したが被害額は高止まり 
 ・更なる捕獲頭数の上積みには、捕獲の担い手である狩猟者の確保と技術力アップが不可欠 
 

H19 H20 H21 H22 H23 
合格者数（人） 106 142 277 257 302 

持続的な個体数調整（継続的な農林業被害等の防止） 

◆わな猟の増加でシカ捕獲を底上げ 

全体として減少傾
向にあるもわな猟
は近年増加傾向 

★３万頭捕獲にはシカを捕獲するわな猟狩猟者（登録者）が最低 ３,４００人必要 
    わな猟（3,400人×＠8頭＝27,200頭）＋銃猟（4,000頭）＝31,200頭 
        ※狩猟期のシカ個体数調整事業の捕獲データに基づく 

わな猟師３,４００人の確保と３万頭捕獲の実現に向けた施策 

○わな猟免許の取得者（合格者）の推移 

1,243 1,320 
1,562 1,714 

1,906 
1,743 

2,743 

4,109 4,147 

4,787 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

H19 H20 H21 H22 H23 単位：頭 単位：人 

登録者数 捕獲頭数 

 ○わなによるシカの捕獲数の推移（狩猟期） 

◆狩猟者と一体となった集落ぐるみでの捕獲を推進 
◆シカ猟参画への働きかけ 
◆わな猟具の経費負担軽減 

被害集落にくくりわな 
1万3,000個を配布 

集落ぐるみ捕獲推進事業（森林環境税） 

※13,000個×8,000円＝104,000千円 

◆わな名人の技術指導による技術力アップ 
◆わなの製作・架設・止めさし 
   ・解体処理までの一貫した技術指導 

１人当たりの捕獲数 
4.5頭を8頭まで底上げ 

狩猟技術パワーアップ事業  

◆狩猟免許取得のための経費への支援を強化 
◆思い切った定額支援による狩猟者の確保 

３年間で新たに1,500人確保 

狩猟者新規獲得事業  
合計 

3,400人 
確保 

１人当たり 
８頭捕獲へ 

※1,906（現在のわな猟登録者）＋500人×3年≒3,400人 

被害集落 
緊急支援 

※（4,787頭（狩猟）＋3,805（有害））÷1,906≒4.5頭 
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捕獲対策強化 

被害集落にくくりわなを配布して集落ぐるみの捕獲を推進 

西川式 
くくりわな 
わな造君 

N-1 

被害集落 
緊急支援 

3年間で13,000個配布 
（H25年度は5,000個配

布） 

講習会で配布 
 

配布と同時に 
かけ方講習会を実施 

 

名人の秘伝を伝授 
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馬路村のシカ対策について 
 
１ 被害の状況写真 
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２ シカ捕獲の状況 
 
年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 
捕獲頭数       126 185 162 205 177 156 205 219 
 
 〇シカ 1 頭捕獲報奨金は１６，０００円 
 〇シカ捕獲檻の貸し出し （20 基） 
 〇シカ捕獲ワナの貸し出し （高知県から 90 基 村から 40 基） 
 
３ シカ被害防除ネット設置延長 
   
年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 
設置延長ｍ       10,250 3,100 6,150 4,500 2,850 2,520 2,400 2,450 
  
〇ネットのとりまとめは、馬路村鳥獣被害対策協議会において行っている。 

 
 
４ 狩猟者の確保対策 
  ア 馬路村狩猟免許取得事業補助金 
    新規狩猟免許取得に要する  講習会について全額補助     

試験費について半額補助 
   
  イ 馬路村有害鳥獣被害防止活動支援交付金 
    村の有害鳥獣員に登録し活動した方に対する狩猟税への半額補助 
 
５ 馬路村国有林におけるシカ被害防止対策推進協定の締結 
  ア 協定に至った背景 

馬路村と馬路村猟友会とのシカ対策に対する懇談の中で、国有林内に箱ワナを設置

するのに、土地使用料が発生するがどうにかならないかという問い合わせに応じて、

村と安芸森林管理署との協議に中で締結に至った。 
イ 締結日 

平成 25 年 12 月 25 日 馬路村と安芸森林管理署で締結 
  ウ 目的 
   シカ被害に対して協力体制を構築し馬路村内の国有林、隣接する民有林の被害を防

止する。 
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エ 狩猟器具 
   箱ワナ・囲いワナ 
  
 オ 設置対象区域等 
  設置場所は馬路村の国有林内（位置図あり） 
  実施前に捕獲従事者名簿設置場所を安芸森林管理署に申請し、許可後設置する。 

  
 ６ 有害鳥獣に対する馬路村の課題 

① 狩猟者の高齢化（60 歳以上が７５％） 
② サル対策 
 

資料５


	配布資料１
	表紙～別紙４
	別紙１：捕獲頭数位置図2
	Sheet1

	表紙～別紙４.pdf
	Taro-01森林管理局資料
	表紙～別紙４.pdf
	Taro-01森林管理局資料
	別紙１：捕獲頭数位置図
	Sheet1

	別紙２：三嶺連携捕獲
	【資料１】背景と実施体制
	別紙２：三嶺連携捕獲.pdf
	取組概要(四国局)
	2センター資料別紙２
	最終H260221担当者会議　取組概要(四国局).pdf
	センター資料別紙２
	Taro-H260221林野庁会議資料
	H260221担当者会議　取組概要(四国局).pdf
	Taro-H260221林野庁会議資料
	【資料１】背景と実施体制
	【資料２】三嶺シカ捕獲実施計画（案）
	三嶺図面
	Sheet1

	20131125シカ高知・朝日新聞
	別紙２：四国４県のシカの状況.pdf
	Sheet1




	別紙２：四国４県のシカの状況.pdf
	Sheet1



	別紙３：馬路協定書
	Taro-馬路村内国有林におけるシカ
	別紙３：協定書PDF（H25.1.20）
	DOC140207-20140207092814.pdf

	別紙４：センター資料[読み取り専用].pdf



	別紙５：徳島署シカ対策位置図２５年
	Sheet1

	別紙６：(牧野抜き)高知中部署シカ防護柵設置位置図.pdf
	Sheet1


	配布資料２
	配布資料３
	配布資料４
	高知県：シカ３万頭捕獲のための狩猟者確保とくくりわな配布事業の資料（生息環境等整備）
	スライド番号 1

	高知県：わな配布（資料）.pdf
	スライド番号 1


	配布資料５.pdf



